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登校の人数は、約 9 万 7 千人であり、前年度と比較しても 2 千人ほど増加して
いる。不登校の児童生徒の割合は、小学校の 0.39％に比べ、中学校では 2.76％
と約 7 倍にのぼり、36 人に 1 人という結果が示されている。  
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1969 年 時実利彦「脳を育む」研究開始 







2000 年 「脳を育む：学習と教育の科学」国際会議開催 







「学習科学と脳研究」（Learning Science &Brain Research）
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育革新センター（CERI ：The Center for Educational 





2003 年 「脳を育む」研究領域が発足し、研究着手 
2004 年 
 
国際 NPO「心・脳と教育」国際学会（International Mind, 














2007 年 「脳に学ぶ」を設定 
2008 年 「脳科学と教育」プラグラムの完了 
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では、磁場を乱す deoxy-Hb が少なくなるため、その場所の MRI 信号が増える
と考えられている（酒井邦嘉 2002 p.221）。つまり、f-MRI は脳活動が起こ





























































                                                   




































木口雅史・田中尚樹・川口英夫・小泉英明（2004）「光トポグラフィーの現状と課題」   
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に分けられている（有田秀穂 2010  p.1334）。 
一般に、腹外側前頭前野に Broca 野（運動性言語野 Brodomann`s area：以下
BA44，45 野）を含めることが多い。ブロードマンの脳細胞構築図を参考にその























































































供する外側側頭葉との統合を行うとしている（越野ら 2013a p.380）。 
安静期間中にマインドワンダリングなどの活動が起きている際には DMN が
活動しているが、課題が始まるとともに外的刺激の呈示を受けて、ワーキングメ
モリーネットワーク（Working Memory Network:以下 WMN と略す）が活動を
開始し、DMN が活動を低下させるとの報告がある（越野ら 2013a p.386）。越























































































































（日本ブリーフセラピスト協会 HP  http://www.brieftherapyjapan.com/index/brieftherapy.html） 
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第 3 項 音楽聴取時の脳機能イメージング 
 






















































































































る Motherese の音声が音楽同様の癒し効果を持つことも示唆されている。 
 
 













の血流が下がることなのです。」と述べている（川島ら 2004a, pp.191-193）。 
                                                   
5 Motherese とは，まだ十分ことばを話すことができない乳幼児に対して，母親などの養育者が｢語りか
けることば｣をさす。(中略)母親の乳児に対する特徴的な言語は，Motherese のほかにも，Infant-
directed speech（IDS)，Baby talk register などと呼ばれ，我が国では「対乳児音声」「母親語」という
訳が主に用いられている。( 中川 愛・松村京子 2006「乳児との接触未経験学生のあやし行動：音声・
行動分析学的研究」『発達心理学研究』17(2) p.138 )近年、母親以外にも出現することから、「育児語」

















































































NIRS 計測を行った。その結果、Motherese を使い 8 歳の実子に読み聞かせを
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して行った。それぞれのタスクの施行 60 秒に際して、レスト 30 秒をタスクの
前後に設けた。つまり、レスト（R）30 秒‐タスク（T）60 秒‐レスト（R）30
秒のセットを 3 回繰り返した。繰り返すのは、3 回の加算平均をとる目的で行っ
た【図 7】。 ① 黙読、② 音読、③ 絵本の読み聞かせ聴取の順番は、①‐
②‐③の順番で行ったものを A とし、①‐③‐②の順番で行ったものを B とし、


















記録のための国際 10-20 法6の Fpz を中心に左右 3 ㎝間隔で送光用プローブ（赤
丸数字）と受光用プローブ（青丸数字）を格子状に設置した。 
 送光プローブと受光プローブの間が ch であり、ch における脳血流動態を計
測するものである。送光プローブからは全方向に近赤外光が出ており、それを受





ところ、ch27 付近が Broca 野に相当すると考えた【図８】。課題開始時を 0 と
指定しベースライン補正を行い、課題時間 60 秒間の 3 回分を加算平均し、加算
平均波形を求めた。刺激課題遂行中の oxy-Hb 平均波形の積分値を算出し、安静












































これらの ch8、13、27、29 の 4 つの ch における各課題の oxy-Hb 濃度変化量
（mMcm・sec）の個人の平均値と黙読速度を【表４】に示す 
 











【表５】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 
ch8 
 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 
                          （ｍMcm・sec） 
 読み聞かせ聴取            -0.088              0.852  
 音読                       0.825              1.371 
 黙読                   1.030              1.203 
 




果，絵本の読み聞かせ条件の主効果が有意であった(F(2, 38)=6.568, p< .001)。
oxy-Hb 濃度変化量について多重比較を行った結果、黙読条件や音読条件よりも
読み聞かせ聴取条件の oxy-Hb 濃度変化量の方が有意に低かった(読み聞かせ聴
取-黙読：t(38)=3.403 , p< .01，読み聞かせ聴取-音読：t(38)=2.781 , p< .01)。こ
れらの結果は，絵本を黙読した場合や音読した場合よりも読み聞かせを聴取し
た場合の方が脳の右側外側前頭前野の血流量が下がることを示している。これ
に対して，音読条件の oxy-Hb 濃度変化量と黙読条件の oxy-Hb 濃度変化量の間
には有意差は見られなかった。 
同様にして、ch13、29、27 においても多重比較を行った。ch13 を【表 6】に、
ch29 を【表７】に、ch27 を【表８】に示す。 
 
【表 6】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 
ch13 
 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 
                          （ｍMcm・sec） 
 読み聞かせ聴取            -1.349              0.811   
 音読                      -0.615              1.049  
 黙読                     0.053                 0.436  
 
ch13 の分散分析の結果，絵本の読み聞かせ聴取条件の主効果が有意であった





t(38)=3.588, p< .01)。また、黙読条件の oxy-Hb 濃度変化量に対して、音読条件
の oxy-Hb 濃度変化量が有意に低かった（黙読-音読：t(38)=3.267, p< .01）。 
 
【表７】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 
ch29 
 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 
                          （ｍMcm・sec） 
 読み聞かせ聴取            -1.305             0.993  
 音読                      -0.140             1.159 
 黙読                     0.092              0.570 
 
ch29 の分散分析の結果，絵本の読み聞かせ聴取条件の主効果が有意であった
(F(2, 38)=16.243, p< .001)。oxy-Hb 濃度変化量について多重比較を行った結果、
黙読条件や音読条件よりも読み聞かせ聴取条件の oxy-Hb 濃度変化量の方が有
意に低かった(読み聞かせ聴取-黙読：t(38)=5.317, p< .01，読み聞かせ-音読：
t(38)=4.436, p< .01)。これに対して，音読条件の oxy-Hb 濃度変化量と黙読条件
の oxy-Hb 濃度変化量の間には有意差は見られなかった。 
 
【表８】絵本の読み方の各条件の oxy-Hb 濃度変化量の平均値及び標準偏差 
ch27 
 絵本の読み方          oxy-Hb 濃度変化量          標準偏差 
                           （ｍMcm・sec） 
 読み聞かせ聴取            -0.158             0.768 
 音読                       1.728             1.471 
 黙読                    0.799              1.088 
 
ch27 の分散分析の結果、絵本の読み聞かせ聴取条件の主効果が有意であった
(F(2, 38)=21.656, p< .001)。oxy-Hb 濃度変化量について多重比較を行った結果、
黙読条件や音読条件よりも読み聞かせ聴取条件の oxy-Hb 濃度変化量の方が有
意に低かった(読み聞かせ聴取-黙読：t(38)=6.581, p< .01，読み聞かせ聴取-音読：
t(38)=3.247, p< .01)。また、音読条件の oxy-Hb 濃度変化量に対して、黙読条件

























【図 13】絵本の読み聞かせ聴取時の oxy-Hb 濃度変化量（平均±標準偏差）（ｍMcm・sec） 
※下段に示した ch 配置は、以降の音読・黙読においても共通 




時には、全例で前頭極の oxy-Hb 濃度が減少した【表 3】。このことより、oxy-
Hb 濃度の減少は、施行の順序による慣れではなく、絵本の読み聞かせ聴取時
の脳反応の特色であると考えられた。 
【図 13】に被験者 20 名の絵本の読み聞かせ聴取時 oxy-Hb 濃度変化の平均






 音読時には、Broca 野に相当する左側の ch27 において、全例で oxy-Hb 濃度
の増加が認められた。その程度には、個人差が大きかった。対側の ch8 では、
20 例中 14 例で oxy-Hb 濃度が増加し、6 例にて減少した。前頭極では、oxy-
Hb 濃度の減少が認められた例が多く、左側の ch29 では、20 例中 10 例、対側







































上段 黙読が不得意なもの（黙読速度 433文字/分） 
下段 黙読が得意なもの（黙読速度 1003文字/分） 
【図 15】音読時のマッピング画像（前頭前野） 
上段 黙読が不得意なもの （黙読速度 433文字/分） 
下段 黙読が得意なもの （黙読速度 1003文字/分） 
【図 16】音読時の oxy-Hb濃度変化量（平均±標準偏差）（ｍMcm・sec） 





 黙読時には、Broca 野に相当する左側の ch27 において、20 例中 15 例で
oxy-Hb 濃度の増加が認められ、5 例で減少が認められた。その程度は、個人差
が大きかった。対側の ch8 では、20 例中 18 例で oxy-Hb 濃度が増加し、2 例
にて減少した。前頭極では、左側の ch29 では、20 例中 11 例で oxy-Hb 濃度の
増加が認められ、9 例で減少が認められた。対側の ch13 では、20 例中 9 例に
て oxy-Hb 濃度が増加し、11 例で減少が認められた【表 4】。 
黙読が得意なもの（上段）と黙読が不得意なもの（下段）の前頭前野のトレ



























上段 黙読が不得意なもの（黙読速度 433文字/分） 
下段 黙読が得意なもの（黙読速度 1003文字/分） 
【図 18】黙読時のマッピング画像（前頭前野） 
上段 黙読が不得意なもの（黙読速度 433文字/分） 
下段 黙読が得意なもの（黙読速度 1003 文字/分） 
【図 19】黙読時の oxy-Hb濃度変化量（平均±標準偏差）（ｍMcm・sec） 
右脳                 鼻根                 左脳 
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ことを報告している（Sheline YI, Barch DM, Price JL, Rundle MM, Vaishnavi 




能と関連する DMN の抑制が必要であることが示唆されている。DMN の中心領
域である前頭極は、DMN の活動全体と連動することが考えられる。 













野（Broca 野）において全例で oxy-Hb 濃度の増加が見られ、同部の賦活が認め
られた。このことは、先行研究における川島隆太・安達忠夫（2004）の音読課題
において前頭前野の血流が増加したことの再確認となった。音読時、外側前頭前








前頭前野（Broca 野）において oxy-Hb 濃度がほとんど増加せず、前頭極におい
て oxy-Hb 濃度が下がった例は、絵本に触れる機会が多くひらがな文の音読に困
難を感じていない国語コースの院生が多かった。このことは、音読課題において







行った。その結果、音読時の外側前頭前野（Broca 野：ch27）の oxy-Hb 濃度変
化量と黙読速度との間に負の相関関係が認められた【図 20】（全 ch は巻末資料
に示す）。黙読速度が遅い人は、読むのが不得意と考えられ、oxy-Hb 濃度の増加
量が多かった。黙読速度が速い人は読むのが得意であると考えられ、外側前頭前






Hb 濃度の増加が認められた。前頭極においては、約半数で oxy-Hb 濃度の減少
が認められた。発声が行われていないにもかかわらず、運動性言語野である
Broca 野が賦活された理由としては、頭の中で、音声化しているためと推測でき
る。黙読時の外側前頭前野（Broca 野:ch27）の oxy-Hb 濃度変化量と黙読速度

















前頭前野（Broca 野）にて oxy-Hb 濃度が増加しなかったと考えられ、音読、黙
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（Modified Grounded Theory Approach:修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ） 
第１節 問題と目的 
「はじめに」で述べたように、中学生では、不登校が 36 人に 1 人の割合にの






































第 2 節では、今回使用した質的分析法の一つである M-GTA についての概要
について述べる。第 3 節では、ボランティアにより中学生に対して長期間継続
的に絵本の読み聞かせが行われた後、中学生によって書かれたボランティアへ





平成 27 年学校基本調査（2015） p.3【図 1】（文部科学省 HP）
（http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2016/01/18/
1365622_1_1.pdf）（2016.12.16 確認） 
赤羽根直樹・宮崎 英夫・小池 守・河崎 雅人（2016）「中学校における不 登校発生要
因の解明に関する実践的研究 : 不登校を未然に防ぐために」『帝京科学大学教職指導
研究 』: 帝京科学大学教職センター紀要 
谷木由利（2005）「絵本の読み聞かせで学力を育てる」『日本語学』24．pp.130-138. 
谷木由利（2006）「「自ら本に手をのばす子どもを育てる」工夫～絵本の読み聞かせを中
心として～」平成 16・17 年度教育課程研究指定校事業 学校図書館との連携を深め
た教科等の指導の在り方に関する研究 研究収録美馬中学校教育課程研究委員会編 
高橋久子・城戸梨花（1987）「小児病棟における読書療法の適応可能性―絵本の読み聞
かせを中心にして―」『日本読書学会研究大会発表資料集』第 31 回，pp.80-86. 
                                                   


















































































疲れについて尋ねた結果、小学生 51.2％、中学生 64.8％、高校生 70.4％が「忙
しい」と回答。そして、「疲れやすい」という回答も小学生 52.8％、中学生 66.4％、












                                                   






第 2 項 研究の方法 
 
１．対象 
A 中学校 3 年 7 クラス、総数は 644 名（3 年度分）、内訳は、次に示す。 
2011 年度（208 名） 
2012 年度（219 名） 
2013 年度（217 名） 
 
２．期間 










































                                                   


















































（２）理論的サンプリング：第 2 段階として、2011 年度の概念生成を踏まえな






























ｺｱｶﾃｺﾞﾘｰ カテゴリー 概念 
《Ⅰ情動》 Ａ 読み手に対する好印象 (1)感謝慰労表明 
(2)読み方に対する好印象 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2 項 研究の方法 
 
１．対象 
B 中学校 1 年 4 クラス 149 名に行った。 
 
２．期間 
2015 年 5 月末～9 月末 
 
３．実践者 









































概念名　２ 組 Ｎｏ． 文番号読み聞かせに対する好印象
定義 読み聞かせをきいて楽しいと思う




1組 6 6 私は中学生になって絵本を読むのはとてもいいと思います。
1組 20 1 とてもおもしろい本を読み聞かせていただいて楽しいです。




２組 2 2 また、本を読んだ後に、みんなで感想を言い合ったりしてとても楽しいです。
２組 3 2 筆者独特の世界観が表れており、面白かった。




3組 4 9 だから先生が絵がきれいな本を読んでくれるとうれしいです。
3組 32 4 笑える絵本などもおもしろかったので、読み聞かせの時間は楽しかったです。
4組 18 3 絵本は普段全然読まないいので、よい機会でした。










２組 3 2 筆者独特の世界観というところは、国語力の向上に入るかも。

















































































ｺｱｶﾃｺﾞﾘｰ カテゴリ― 概念 
《Ⅰ 情動》  A読み手に対する好印象 （1） 読み方に対する好印象 
（2） 心情理解の促進 
 B 絵本に対する好印象 （3） 絵本に対する好印象 
 C絵本の読み聞かせに対する好印象 （4） 絵本の読み聞かせに対する好印象 
  （5） 絵本の読み聞かせ継続の期待・続編への期待 
《Ⅱ 認知》 D 国語力の向上 （6） 想像力・思考力・理解力の向上 
  （7） 世界観の獲得 
  （8） 心情理解 
  （9） 多角的視点の確立 
  （10）国語的技法・国語力の習得 
  （11）読書の幅、機会拡大 
 E自己内面のメタ認知 （12）絵本の読み聞かせ体験の懐古 
  （13）絵本の読み聞かせに対する意識変化の認知 
  （14）成長に伴う理解の変化の認知 
  （15）没入感・集中力の向上 
  （16）精神安定・リラックス 
  （17）心が豊かさ（優しい気持ちになる） 
  （18）自己の人生観の獲得 
《Ⅲ 意欲》 F 学習等意欲の喚起 （19）国語の時間への期待 
  （20）学習意欲表出 
  （21）授業への切り替え 
 G 読書意欲の喚起 （22）読書意欲喚起 
  （23）読書実践 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































入 : 学校のホンネ(自主シンポジウム)」『日本教育心理学会総会発表論文集 』(52) 
pp.146-147 
松尾直博・新井邦二郎（1998）「児童の対人不安傾向と公的自己意識, 対人的自己効
力感との関係」『教育心理学研究』 46（1） pp.21-30 
桜井茂男 , 宮本正一 , 撫尾知信 , 岩立京子 , 嶋田洋徳 , 橋本治 , 松尾 直博 , 
中野良顯（2001）「子どものストレスにどう対処すればよいのか」『日本教育心理学































































































温度の測定から－」『日本臨床生理学会雑誌』 40 ：p.71 
本間生夫（2016）『情動と呼吸－自律系と呼吸法－』朝倉書店 
田所克俊・鈴木桂輔（2014）「音楽の歌唱や聴取の繰り返しパターンが脳機能の活性化






究』35 梅光学院大学  pp.61-71 



























































































































































葉下部にかけての Wernicke 野（Brodomann ‘s area 以下 BA：BA22 野）へ送


























































































理化学研究所脳科学総合研究センター編（2013）『脳の教科書 こころ編』 岩波書店 




小泉英明（2010a）『脳科学と学習・教育』小泉英明 編 明石書店 
小泉英明監修 OECD 教育革新センター編著（2010b）小山麻紀/徳永優子訳『脳から







小枝達也・関あゆみ・内山仁志「Ⅰ章 特異的読字障害 G 治療的介入 ２．鳥取大
学方式」  『特異的発達障害診断・治療のための実践ガイドライン』，pp.50-54． 
児島久剛（1997）「Ⅳ大脳皮質における言語の表出 2 文章を読むときの脳活動」，本
庄巖編著 『脳から見た言語 脳機能画像における医学的アプローチ』，pp.48-78． 
酒井邦嘉（2011）『脳を創る読書』，実業之日本社． 




着システム不全―」『東京学芸大学紀要 総合教育科学系Ⅰ』62 pp.215-229 
 
【参考文献】 
Brodmann K（1909）Vergleichende Lokalisationslehre der Grosshirnrinde in 
ihren Prinzipien dargestellt auf Grund des Zellenbaues  
Leipzig : Johann Ambrosius Barth. p.13 
石合純夫（2003）「前頭葉の機能的区分」『高次脳機能障害学』医歯薬出版 
小泉英明編著（2001）『育つ・学ぶ・癒す 脳図鑑 21』工作舎 



































1 うえにはなあにしたにはなあに 作：ﾛｰﾗ･M・ｼｪﾈｰ 絵：ﾊﾞｰﾊﾞﾗ･ﾊﾞｯｼｭ 訳:木
坂 涼 
福音館書店 2008 
2 ミロとまほうのいし 作：マーヤヌ・フィスター 訳：谷川俊太郎 講談社 1998 
3 どんどこももんちゃん 作：とよたかずひこ  童心社 2001 
4 ９９９ひきのきょうだいのおひっ
こし 
作：木村研 絵：村上康成 ﾁｬｲﾙﾄﾞ本社 2004 
5 せいぎのみかた 作：宮西達也 学研 2012 
6 ちいさなあなたへ 作：ｱﾘｽﾝ･ﾏｷﾞｰ 絵：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ 訳：なか
がわちひろ 
主婦の友社 2008 
7 のっぺらぼう 作：杉山亮 絵：軽部武宏 ポプラ社 2010 
8 おおかみぐーのはずかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2008 
9 おばあちゃんのさがしもの 作：越智登代子 絵：ひがしなな 岩崎書店 2000 
10 ひつじのロッテ 作：ｱﾇ・ｽﾄｰﾅｰ 絵：ﾍﾝﾘｹ・ｳｲﾙｿﾝ 訳：大島
かおり 
ﾁｬｲﾙﾄﾞ本社 2009 
11 うまれてきてくれてありがとう 作：にしもとよう 絵：黒井健 童心社 2011 
12 ねずみのよめいり 作：いもとようこ 金の星社 2010 
13 100 万回生きたねこ 作・絵：佐野洋子 講談社 1977 
14 しあわせミシュカ 作・絵：ﾏｰｶｽ･ﾌｨｽﾀｰ 訳：斉藤 洋 講談社 2000 
15 もったいないばあさん 作・絵：真珠まりこ 講談社 2008 
16 おこだでませんように 作：くすのきしげのり 絵:石井聖岳 小学館 2008 
17 宮沢賢治 作:西本鶏介 絵:柿本幸造 ﾁｬｲﾙﾄﾞ本社 2006 
18 てんごくのおとうちゃん 作・絵：長谷川義史  講談社 2008 
19 ぐるんぱのようちえん 作:西内ミナミ 絵:堀内誠一 福音館書店 1966 
20 さとしとすてねこ 作・絵：福田岩緖 ポプラ社 1995 
21 阿波の民話絵本 おかめ千げん 作:飯原一夫 (株)教育出版
センター 
1980 
22 あらしのよるに① 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2000 
23 あるはれたひに② 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2001 
24 くものきれまに③ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 
25 きりのなかで④ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 
26 どしゃぶりのひに⑤ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 
27 ふぶきのあした⑥ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 
28 まんげつのよるに⑦ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2005 
29 ひとりぼっちのガブ(番外①） 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 
30 メイはなんにもこわくない(番外
②) 
作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 
31 おきゃくおことわり？ 文：ﾎﾞﾆｰ･ﾍﾞｯｶｰ 絵：ｹｲﾃﾞｨ・ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞﾃﾞﾝﾄﾝ 
訳：横山和江 
岩崎書店 2010 
32 朋有り遠方より来る／論語 編：斉藤孝 イラスト：大滝まみ 草思社 2004 
33 そのこ 作：谷川俊太郎 絵：塚本やすし 晶文社 2011 
34 初天神 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 1996 
136 
 
35 注文の多い料理店 作：宮沢賢治 絵：島田睦子 偕成社 1984 
36 いたずらラッコとおなべのほし 作：神沢利子 絵：長新太 あかね書房 1984 
37 にゃーご 作・絵：宮西達也 鈴木出版 1997 
38 ありがとう 作：石津ちひろ 絵：メグ ホソキ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2009 
39 ええところ 作：くすのきしげのり 絵：ふるしょうよう
こ 
学研 2012 
40 さくら 作：長谷川摂子 絵：矢間 芳子 福音館書店 2010 
41 きたきつねのゆめ 作・絵：手島圭三郎 ﾘﾌﾞﾘｵ出版 2001 
42 大きな木 作・絵：ｼｪﾙ･ｼﾙｳﾞｧｽﾀｲﾝ 訳：本田錦一郎 篠崎書林 1976 
43 くにのはじまり 作：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 
44 ばたん！ 作：ハインツ・ヤーニッシュ ひくまの出版 2005 
45 おおかみぐーのなつかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2010 
46 半日村 作：斎藤隆介 絵：滝平二郎 岩崎書店 1980 
47 あめだま 作：新見南吉 絵：長野ヒデ子 にっけん教育
出版 
2003 
48 おまえうまそうだな 作・絵：宮西達也 ポプラ社 2003 
49 じごくのそうべえ 作・絵：田島征彦 童心社 1978 
50 いなばの白うさぎ 文：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 
51 三びきのこぶた イギリス昔話 訳：瀬田貞二 福音館書店 1967 
52 えらいえらい！ 作：ますだゆうこ 絵：竹内通雅 そうえん社 2008 
53 あしなが 作・絵：あきやまただし 講談社 1999 
54 さくらの木 作：池田大作 絵：ワイルドスミス 聖教新聞社出
版局 
1996 
55 ちゅーちゅー 作・絵：宮西達也 鈴木出版 2010 
56 さかなはさかな 作・絵：レオ・レオニ 好学社 1975 




1 ねこのけいさん 作・絵：浅沼とおる ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2011 
2 ゆきみち 作・絵：梅田俊作・佳子 ほるぷ出版 1986 
3 花さき山 作：斎藤隆介 絵：滝平二郎 岩崎書店 1969 
4 島ひきおに 作：山下明生 絵：梶山俊夫 偕成社 1973 
5 さんせーい！ 作・絵：宮西達也 ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2009 
6 にゃーご 作・絵：宮西達也 鈴木出版 1997 
7 おきゃくおことわり？ 文：ﾎﾞﾆｰ･ﾍﾞｯｶｰ 絵：ｹｲﾃﾞｨ・ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞﾃﾞﾝﾄﾝ 
訳：横山和江 
岩崎書店 2010 
8 ふくはうち 作：中川ひろたか 絵：長谷川義史 自由国民社 2010 





10 わたしはひろがる 作：岸武雄 絵：長谷川知子 子どもの未来
社 
2010 
11 あしなが 作・絵：あきやまただし 講談社 1999 
12 あいのうた 作：ｻﾑ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ 絵：ミク･ﾓﾘｳﾁ 訳：中川ひ
ろたか 
講談社 2007 
13 どんどこももんちゃん 作：とよたかずひこ 童心社 2001 
14 ゆきおんな 作：まつたにみよこ 絵：朝倉摂 ポプラ社 1969 
15 きたきつねのゆめ 作・絵：手島圭三郎 ﾘﾌﾞﾘｵ出版 2001 
16 いたずらラッコとおなべのほし 作：神沢利子 絵：長新太 あかね書房 1984 
17 さるかに 作：松谷みよ子 絵：滝平二郎 岩崎書店 1967 
18 どろんここぶた 作・絵：ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾛﾍﾞｰﾙ 訳：岸田衿子 文化出版局 1971 
19 七本の焼けいちょう 作：日野多香子 絵：さいとうりな くもん出版 2001 
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20 どっどどどどうど雨ニモマケズ 作：宮沢賢治 編：斎藤孝 絵：下田昌克 草思社 2004 
21 落語絵本２まんじゅうこわい 作・絵：川端誠 ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 1996 
22 えんぴつびな 作：長崎源之助 絵：長谷川知子 金の星社 1984 
23 どんなかんじかなあ 作：中山千夏 絵：和田誠 自由国民社 2005 
24 ありがとう 作：いしづちひろ 絵：メグ ホソキ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2009 
25 ４こうねんのぼく 作・絵：ひぐちともこ 草炎社 2005 
26 ふゆめがっしょうだん 作：長新太 写真：冨成忠夫 福音館書店 1990 
27 千の風になって ちひろの空 作：新井満 絵：いわさきちひろ 講談社 2006 
28 そのこ 作：谷川俊太郎 絵：塚本やすし 晶文社 2011 
29 だいじょうぶだいじょうぶ 作・絵：いとうひろし 講談社 2006 
30 スイミー 作・絵：レオ・レオニ 好学社 1986 
31 さくら 作：長谷川摂子 絵：矢間 芳子 福音館書店 2010 
32 じごくのそうべえ 作・絵：田島征彦 童心社 1978 
33 シャワーをあびて 作：高畠純 TOTO出版 1992 
34 ちいさなぜケイエ 作・絵：ﾅﾀﾘｰ･ﾃﾞｨｴﾃﾙﾚ 訳：しみずれいな 大日本絵画 2011 
35 ちがうけどおんなじ 作：ﾒﾗﾆｰ･ｳｫﾙｼｭ 訳：木坂涼 コンセル 2009 
36 わたししんじてるの 作・絵：宮西達也 ポプラ社 2011 
37 にじ 作：ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄﾞ・ﾋﾟｰ・ﾙﾌﾟﾚﾋﾄ 絵：ﾖｾﾞﾌ・ｳｨ
ﾙｺﾝ 訳：いずみち 
らんか社 1989 
38 ながいながーい 作・絵：かつらこ くもん出版 2009 
39 あかちゃんおうさま 作・絵：のぶみ 草炎社 2005 
40 ほしとたんぽぽ 作：金子みすず 絵:上野紀子 JULA出版局 1985 
41 大どろぼうくまさん 作・絵：ふりやかよこ 教育画劇 1993 
42 ３匹のやぎのがらがらどん 絵：ﾏｰｼｬ･ﾌﾞﾗｳﾝ 訳：せたていじ 福音館書店 1965 
43 きょうはなんてうんがいいんだろ
う 
作・絵：宮西達也 鈴木出版 1998 
44 たいせつなきみ 作:ﾏｯｸｽ・ﾙｹｰﾄﾞ 絵ｾﾙｼﾞｵ・ﾏｲﾃｨﾈｽ いのちのこと
ば社 
1998 
45 ともだちや 作：内田麟太郎 絵：降矢なな 偕成社 1998 
46 ともだちくるかな 作：内田麟太郎 絵：降矢なな 偕成社 1999 
47 くまくんと６匹のしろいねずみ 作・絵：ｸﾘｽ・ｳｫｰﾒﾙ 訳：吉上恭太 徳間書店 2011 
48 おおかみぐーのはずかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2008 
49 ジオジオのかんむり 作：岸田衿子 絵：中谷千代子 福音館書店 1978 
50 そらまめとわらとすみ 日本民話 絵：川上越子 鈴木出版 2008 
51 おかあさんはね 作：村上洋子 絵：森谷明 ポプラ社 2002 
52 はるをさがしに 作・絵：亀岡亜希子 文渓堂 2004 
53 にぐるまひいて 作：ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ・ﾎｰﾙ 絵：ﾊﾞｰﾊﾞﾗ・ｸｰﾆｰ 訳：も
きかずこ 
ほるぷ出版 1980 
54 黒い太陽のおはなし 作：寮美千子 絵：佐竹美保 小学館 2009 
55 ともだちやもんなぼくら 作：くすのきしげのり 絵：福田岩緖 えほんの杜 2011 
56 ゆらゆらばしのうえで 作：きむらゆういち 絵：はたこうしろう 福音館書店 2003 
57 forever young はじまりの日 作：ﾎﾞﾌﾞ・ﾃﾞｨﾗﾝ 絵：ﾎﾟｰﾙ・ﾛｼﾞｬｰｽ 訳：ｱ
ｰｻｰ･ﾋﾞﾅｰﾄﾞ 
岩崎書店 2010 
58 からすのぱんやさん 作・絵：かこさとし 偕成社 1973 
59 ながいいぬのかいかた 作・絵：矢玉四郎  ポプラ社 2000 
60 うんこダスマン 作：村上八千世 絵：せべまさゆき ほるぷ出版 2001 
61 ええところ 作：くすのきしげのり 絵：ふるしょうよう
こ 
学研教育出版 2012 
62 まーくんだいすき 作：きむらゆういち 偕成社 2000 
63 あめのひのトランペット 作：安房直子 絵：葉祥明 金の星社 1980 
64 おおきな木 作・絵：ｼｪﾙ･ｼﾙｳﾞｧｽﾀｲﾝ 訳：本田錦一郎 篠崎書林 1976 
65 ことわざの絵本 作：西本鶏介 絵：高部春市 鈴木出版 2008 
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66 かっぱどっくり 作：萩坂昇 絵：村上豊 童心社 2000 
67 くまさんのおなか 作・絵：長新太 学研 1999 
68 おこだでませんように 作：くすのきしげのり 絵：石井聖岳 小学館 2008 
69 はやおきミルトン 作:ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾗｳｽ 絵：ﾎｾ･ｱﾙｴｺﾞ ｴｱﾘｱﾝ・ﾃﾞｭｳ
ｪｲ訳：長谷川四郎 
ほるぷ出版 1978 
70 せいぎのみかた 作・絵：宮西達也 学研 2012 
71 わいもくん たんじょうの巻 作：トータス松本  講談社 2005 
72 ゆっくりがいっぱい 作・絵：ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ 訳：くどうなおこ 偕成社 2003 
73 おれはなにわのライオンや 作：さねとうあきら 絵：長谷川知子 文渓堂 1995 
74 はやくおおきくなりたいな 作：サトシン 絵：塚本やすし 佼成出版社 2012 
75 ディロンずっとそばにいるよ 作：井上こみち 絵：中辻悦子 教育画劇 2006 
76 のっぺらぼう 作：杉山亮 絵：軽部武宏 ﾎﾟﾌﾟﾗ社金の星
社 
2010 
77 ちからをあわせて 作・絵：ﾆｯｸ・ﾊﾞﾄﾜｰｽ 訳：はやしまみ 金の星社 1995 
78 とうさんはタツノオトシゴ 作･絵：ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ 訳：佐野洋子 偕成社 2006 
79 あさになったのでまどをあけますよ 作・絵：荒井良二 偕成社 2011 
80 ぶんぶんぶるるん 作：ﾊﾞｲﾛﾝ･ﾊﾞｰﾄﾝ 訳：手島悠介 ほるぷ出版 1975 
81 またぶたのたね 作：佐々木マキ 絵本館 2009 
82 へそのお 作：中川ひろたか 絵：石井聖岳 PHP 研究所 2004 
83 あらしのよるに① 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2000 
84 あるはれたひに② 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2001 
85 くものきれまに③ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 
86 きりのなかで④ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 
87 どしゃぶりのひに⑤ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 
88 ふぶきのあした⑥ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 
89 まんげつのよるに⑦ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2005 
90 ひとりぼっちのガブ(番外①） 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 
91 メイはなんにもこわくない(番外②) 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 
92 めぐろのさんま 作・絵：川端誠 ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 2001 
93 さるかにがっせん 作：舟崎克彦 絵：浅賀行雄 小学館 2009 
94 ラーメンちゃん 作：長谷川義史 絵本館 2011 
95 めっきらもっきらどおんどん 作：長谷川摂子 絵：降矢なな 福音館書店 1990 
96 いいおかお 文：松谷みよ子 絵：瀬川康夫 童心社 1967 
97 忍者にんにく丸 作・絵：川端誠 BL 出版 2005 
98 たかこ 作：清水真裕 絵：青山友美 童心社 2011 
99 100 万回生きたねこ 作・絵：佐野洋子 講談社 1977 
100 注文の多い料理店 作：宮沢賢治 絵：島田睦子 偕成社 1984 
101 ゆきだるまのメリークリスマス 作：ｳﾞｫﾙﾌｫﾗﾑ･ﾍﾈﾙ 絵：ﾕｰﾘ･ｳﾞｧｰｽ  訳：い
ずみちほこ 
文渓堂 2008 
102 急行「北極号」 作・絵：ｸﾘｽ･ｳﾞｧﾝ･ｵｰﾙｽﾞﾊﾞｰｸﾞ  訳：村上春樹 あすなろ書房 2003 
103 くにのはじまり 作：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 
104 ちいさなあなたへ 作：ｱﾘｽﾝ･ﾏｷﾞｰ 絵：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ 訳：なか
がわちひろ 
主婦の友社 2008 
105 ふくびき 作：くすのきしげのり 絵：狩野富貴子 小学館 2010 
106 はりねずみと金貨 作：ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｵﾙﾛﾌ 絵：ｳﾞｧﾚﾝﾁﾝ･ｵﾘｼｳﾞｧﾝｸﾞ 
訳：田中潔 
偕成社 2003 
107 小さなもののいのり 作：ｴﾘﾅｰ・ﾌｧｰｼﾞｮﾝ 絵：ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ｵｰﾄﾝ･ｼﾞｮｰ
ﾝ 訳：しまたよ 
新教出版社 2010 
108 トンちゃんってそういうネコ 作・絵：MAYAMAXX KADOKAWA 1999 
109 ぼちぼちいこか 作：ﾏｲｸ･ｾｲﾗｰ 絵：ﾛﾊﾞｰﾄ･ｸﾞﾛｽﾏﾝ 訳：今江祥智 偕成社 1980 
110 あなた 文：谷川俊太郎 絵：長新太 福音館書店 2012 






1 だいじょうぶだいじょうぶ 作・絵：いとうひろし 講談社 2006 
2 ありがとう 作：石津ちひろ 絵：メグ ホソキ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2009 
3 しげちゃん 作：室井滋 絵：長谷川義史 金の星社 2011 
4 ハスの花の精リアン 作：チェン・ｼﾞｬﾝﾎﾞﾝ 訳：平岡 敦  徳間書店 2011 
5 くつやのねこ 作：いまいあやの  BL 出版 2010 
6 ハエくん さく：ｸﾞｽﾃｨ 訳：木坂 涼  ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2007 
7 あかちゃんおうさま 作・絵：のぶみ 草炎社 2005 
8 ほしとたんぽぽ 作：金子みすず 絵:上野紀子 JULA出版局 1985 
9 イソップのおはなし 絵：降矢なな 再話：木坂 涼 ｸﾞﾗﾝまま社 2009 
10 おこる 作：中川ひろたか 絵：長谷川義史 金の星社 2008 
11 いいからいいから③ 作・絵：長谷川義史 絵本館 2007 
12 あめだま 作：新見南吉 絵：長野ヒデ子 佼成出版社 1995 
13 おおかみぐーのはずかしいひみつ 作：きむらゆういち 絵：みやにしたつや 童心社 2008 
14 まさ夢いちじく 作：ｸﾘｽ･ｳﾞｧﾝ･ｵｰﾙｽﾞﾊﾞｰｸﾞ 訳：村上春樹 河出書房新社 1994 
15 わすれられないおくりもの 作：スーザン・バーレイ 小川仁央 1986 
16 トラのおんがえし 作：谷真介 絵：赤坂三好 佼成出版社 2006 
17 やさいのおなか 作・絵：きうちかつ 福音館書店 1997 
18 くにのはじまり 作：舟崎克彦 絵：赤羽末吉 あかね書房 1995 
19 給食番長 作・絵：よしながこうたく  好学社 2014 
20 青葉の笛 作：あまんきみこ 絵：村上豊 ポプラ社 2007 
21 わらしべちょうじゃ 作：さいごうたけひこ 絵：さとうちゅうりょう ポプラ社 1980 
22 仙女ときこり 作：神谷丹路 イラスト・原著 金正愛 岩崎書店 2002 
23 ｳｪﾝ王子とトラ 作：チェンジャンホン、訳：平岡敦 徳間書店 2007 
24 おかあちゃんがつくったる 作・絵：長谷川義史 講談社 2012 
25 ヤクーバとライオン 作：ティエリー・デデュー 訳：柳田邦夫 講談社 2008 
26 どんどこももんちゃん 作・絵：とよたかずひこ 童心社 2001 
27 かえるのつなひき 作・絵：儀間比呂志 福音館書店 1998 
28 おこだでませんように 作：くすのきしげのり 絵:石井聖岳 小学館 2008 
29 からすのおかしやさん 作・絵：かこさとし 偕成社 2013 
30 あらしのよるに① 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2000 
31 あるはれたひに② 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2001 
32 くものきれまに③ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 
33 きりのなかで④ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2002 
34 どしゃぶりのひに⑤ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 
35 ふぶきのあした⑥ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2003 
36 まんげつのよるに⑦ 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2005 
37 ひとりぼっちのガブ(番外①） 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 
38 メイはなんにもこわくない(番外②) 作：きむらゆういち 絵：あべ弘士 講談社 2011 
39 わたしはひろがる 作：岸武雄 絵：長谷川知子 子どもの未来社 2010 
40 ふくびき 作：くすのきしげのり 絵：狩野富貴子 小学館 2010 
41 注文の多い料理店 作：宮沢賢治 絵：島田睦子 偕成社 1984 
42 かさこじぞう 作：岩崎京子 絵：村上幸一 小学館 1988 
43 こびととくつや 作：グリム 絵：ｶﾄﾘｰﾝﾌﾞﾗﾝﾄ 訳：藤本朝巳 平凡社 2002 
44 モチモチの木 作：斎藤隆介 絵：滝平二郎 岩崎書店 1971 
45 いっすんぼうし 作：松谷みよ子 絵：太田大八 にっけん教育出
版 
2008 
46 どんなかんじかなあ 作：中山千夏 絵：和田誠 自由国民社 2005 





48 きみがおしえてくれた 作：今西乃子 絵：加納果林 新日本出版社 2013 
49 さるるるる 作：五味太郎 絵本館 1980 
50 ダサいぬ 作：ﾀﾞﾝ･ﾔｯｶﾘｰﾉ 訳：もとしたいずみ 講談社 2003 
51 ゆきおんな 作：中脇初枝 絵：佐竹美保 小学館 2009 
52 へびくんのおさんぽ 作・絵：いとうひろし 鈴木出版 1992 
53 たこやきかぞく 作・絵：にしもとやすこ 講談社 2008 
54 手ぶくろをかいに 作：新見南吉 絵：黒井健  偕成社 1988 
55 どんぶらどんぶら七福神 作：みきつきみ 絵：柳原良平 こぐま社 2011 
56 島ひきおに 作：山下明生 絵：梶山俊夫 偕成社 1973 
57 きたきつねのしあわせ 作・絵：手島圭三郎 絵本塾出版 2011 
58 ことわざの絵本 作：西本鶏介 絵：高部春市 鈴木出版 2008 
59 エゾオオカミ物語 作・絵：あべ弘士 講談社 2008 
60 あいしているから 作：ﾏｰｼﾞｮﾘｰﾆｭｰﾏﾝ 、ﾊﾟﾄﾘｯｸﾍﾟﾝｿﾝ 訳：久山
太市 
評論社 2003 
61 おじいちゃんがおばけになったわけ 作:ｷﾑ･ﾌｫﾌﾟｽｵｰｶｿﾝ 絵:ｴｳﾞｧエリクソン 
訳：菱木晃子 
あすなろ書房 2005 
62 みょうがやど 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 2012 
63 初天神 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 1996 
64 おじいちゃんのごくらくごくらく 作:西本鶏介 絵:長谷川義史 鈴木出版 2006 
65 たいせつなこと 作:ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾜｲｽﾞﾌﾞﾗｳﾝ  ﾚﾅｰﾄﾞﾜｲｽｶﾞｲﾄﾞ  ﾌﾚｰﾍﾞﾙ館 2001 
66 ふじさんファミリー 作:宮西達也 金の星社 2012 
67 ごめんねともだち 作：内田麟太郎 絵：降矢なな かいせい 2001 
68 ちいさなあなたへ 作：ｱﾘｽﾝ･ﾏｷﾞｰ 絵：ﾋﾟｰﾀｰ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ 訳：なか
がわちひろ 
主婦の友社 2008 
69 おにのめん 作：川端誠  ｸﾚﾖﾝﾊｳｽ 2001 
70 100 万回生きたねこ 作・絵：佐野洋子 講談社 1977 
71 なにをたべたかわかる？ 作・絵：長新太 絵本館 2003 
72 ぜつぼうの濁点 作：原田宗典 絵：柚木沙耶郎 教育画劇 2006 
73 カミさま全員集金！ 作：内田麟太郎 絵：山本孝 岩崎書店 2006 
74 やまなしもぎ 作：平野直 絵：太田大八 福音館書店 1977 
75 おおきな木 作・絵：ｼｪﾙ･ｼﾙｳﾞｧｽﾀｲﾝ 訳：本田錦一郎 篠崎書林 1976 
76 くまくんのトロッコ 作：ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾜｲﾙﾄﾞｽﾐｽ 訳：はぎようこ らくだ出版 1976 
77 朋有り遠方より来る／論語 編：斉藤孝 イラスト：大滝まみ 草思社 2004 
78 かいじゅうらんどせる 作：大石真 絵：阿部肇 ポプラ社 1985 
79 なりました 作：内田麟太郎 絵：山口マオ 鈴木出版 2004 
80 ゆきひめ 作：大川悦男 絵：上野紀子 ポプラ社 1977 
81 ワンガリの平和の木 作：ジャネットウインター 絵：福本友美子 BL 出版 2010 
82 メチャクサ 作：ジョナサン・アレン 訳：岩城敏之 ｱｽﾗﾝ書房 1993 
83 りきしのほし 作：加藤休ミ ｲｰｽﾄ･ﾌﾟﾚｽ 2013 
84 かもとりごんべえ 作：西郷竹彦 絵：瀬川康夫 ポプラ社 1968 
85 すてきな三にんぐみ 作:トミー･ウンゲラー 訳:今江祥智 偕成社 1969 
86 たんぽぽ 作・絵：平山和子  福音館書店 1976 
87 そのこ 作：谷川俊太郎 絵：塚本やすし 晶文社 2011 
88 さくら 作：長谷川摂子 絵：矢間 芳子 福音館書店 2010 






日 組 書名 作者 画家 訳者 出版社 出版年
5月25日 2 ともだち 講談社 1985
5月26日 1 おじいちゃん ｼﾞｮﾝﾊﾞｰﾆﾝｶﾞﾑ 谷川俊太郎 ほるぷ出版 1985
5月27日 1 かぜのでんわ 金の星社 2014
5月28日 1 となりのせきのますだくん ポプラ社 1991
5月29日 1 はらぺこあおむし もりひさし 偕成社 1976
1 たまごにいちゃん 鈴木出版 2001
4 たまごにいちゃん 鈴木出版 2001
6月2日 1 たまごねえちゃん 鈴木出版 2005
3 バムとケロの日曜日 文渓堂 1994
4 バムとケロの日曜日 文渓堂 1994
6月4日 4 あしたもともだち 内田麟太郎 降矢奈々 偕成社 2000
6月5日 4 ぐりとぐら なかがわりえこ おおむらゆりこ 福音館書店 1967
6月8日 4 パパおつきさまとって 偕成社 1986
6月9日 3 まんぷくでーす PHP研究所 2004
6月10日 4 注文の多い料理店 バロル社 1995
6月11日 1 ぼくがラーメンを食べているとき PHP研究所 2007
6月15日 1 ありがとうともだち 内田麟太郎 降矢なな 偕成社 2003
6月16日 3 注文の多い料理店 バロル社 1995
6月19日 2 ともだちひきとりや 内田麟太郎 降矢なな 偕成社 2002
6月22日 2 となりのせきのますだくん ポプラ社 1991
6月24日 2 手ぶくろを買いに 新見南吉 黒井健 偕成社 1988
6月25日 2 さつまのおいも 中川ひろたか 村上康成 童心社 1995
6月26日 2 うちにかえったガラゴ 文渓堂 2002
6月30日 2 ぼくがラーメン食べてるとき PHP研究所 2007
7月1日 2 だいじょうぶだいじょうぶ 講談社 1995
7月2日 1 おじいちゃん 谷川俊太郎 ほるぷ出版 1985
7月3日 2 おまえうまそうだな ポプラ社 2003
7月6日 2 ながいながいすべりだい 偕成社 1987
7月7日 4 おじいちゃんがおばけになったわけ ｷﾑ･ﾌｫﾌﾟｽｵｰｶｿﾝ ｴｳﾞｧｴﾘｸｿﾝ 菱木晃子 あすなろ書房 2005
7月8日 1 おじいさんのたび アレン・セイ 大島秀美 ほるぷ出版 2002
7月9日 2 ごめんねともだち 内田麟太郎 降矢なな 偕成社 2001
7月10日 4 ぐりとぐら なかがわりえこ おおむらゆりこ 福音館書店 1967
7月13日 2 バムとケロのにちようび 文渓堂 1994
7月14日 2 いっきょくいきま～す PHP研究所 2005































 書名 作 訳 絵 出版社 出版年 
1 スーホの白い馬  大塚勇三 赤羽末吉 福音館書店 1967 
2 おおはくちょうのそら 手島圭三郎   リブリオ出版 2001 
3 オリビア イアンファルゴー 谷川俊太郎  あすなろ書房 2001 
4 ゴンダールのやさしい光 みなみななみ  葉祥明 自由国民社 2001 
5 注文の多い料理店 宮沢賢治  小林敏也 バロル社 1995 
6 雪渡り 宮沢賢治  たかしたかこ 偕成社 1990 
7 おきなぐさ/いちょうの実 宮沢賢治  たかしたかこ 偕成社 1992 
8 どんぐりと山猫 宮沢賢治  高野玲子 偕成社 1989 
9 よだかの星 宮沢賢治  中村道雄 偕成社 1987 
10 月夜のでんしんばしら 宮沢賢治  遠山繁年 偕成社 1989 
11 虔十公園林 宮沢賢治  伊藤亘 偕成社 1987 
12 セロ弾きのゴーシュ 宮沢賢治  赤羽末吉 偕成社 1989 
13 やまなし 宮沢賢治  遠山繁年 偕成社 1987 
14 ごんぎつね 新美南吉  黒井健 偕成社 1986 
15 手ぶくろを買いに 新美南吉  黒井健 偕成社 1988 
16 狐 新美南吉  長野ヒデ子 偕成社 1999 
17 ないた赤鬼 浜田廣介  いもとようこ 金の星社 2005 
18 まるまるまるのほん エルベテュレ 谷川俊太郎  ポプラ社 2010 
19 ボートにのって とよたかずひこ   アリス館 1997 
20 さんりんしゃにのって とよたかずひこ   アリス館 1998 
21 うえへまいります 長谷川義史   PHP研究所 2003 
22 いっきょくいきます 長谷川義史   PHP研究所 2005 
23 まんぷくです 長谷川義史   PHP研究所 2004 
24 ぼくがラーメンたべてるとき 長谷川義史   PHP研究所 2007 
25 さつまのおいも 中川ひろたか  村上康成 童心社 1995 
26 ながいながいすべりだい 長新太   偕成社 1987 
27 おじいさんの旅 アレン・セイ 大島秀美  ほるぷ出版 2002 
28 村の樹 八島太郎   創風社 1998 
29 道草いっぱい 八島太郎・光   創風社 1998 
30 アンナの赤いオーバー ハリエット・ジーフェルト 松川真弓訳 アニタローベル 評論社 1686 
143 
 
31 おじいちゃん ジョン・バーニンガム 谷川俊太郎  ほるぷ出版 1985 
32 ペレのあたらしいふく エルサ・ベスコフ おのでらゆりこ 福音館書店 1976 
33 ぼくの村にサーカスがきた 小林豊   ポプラ社 1996 
34 せかいいちうつくしい村へかえる 小林豊   ポプラ社 2003 
35 ３びきのぶたたち ディビット・ウィーズナー 江國香織  BL出版 2002 
36 セレスティーヌ アーネストとの出会い ガブリエル・バンサン もりひさし  BL出版 1988 
37 おじいちゃんがおばけになったわけ キム・フォップス・オーカソン 菱木晃子 エヴァ・エリクソン あすなろ書房 2005 
38 月光公園 宙野素子  東逸子 ミキハウス 1993 
39 ワニくんのおおきなあし みやざきひろかず   BL出版 1985 
40 ワニくんとかわいい木 みやざきひろかず   BL出版 1990 
41 ワニくんのえにっき みやざきひろかず   BL出版 1992 
42 ワニくんのむかしばばし みやざきひろかず   BL出版 1994 
43 ワニくんの Tシャツ みやざきひろかず   BL出版 1999 
44 かあさんのいす ウィリアムズ 佐野洋子  あかね書房 1984 
45 木を植えた男 ジャン・ジオノ 寺岡襄 フレデリック・バック あすなろ書房 1989 
46 世界一ばかなわたしのネコ ジル・バシュレ いせひでこ  平凡社 2008 
47 はじまりはじまり 荒井良二   ブロンズ新社 1994 
48 ますだくんのランドセル 武田美穂   ポプラ社 1995 
49 ますだくんの 1年生日記 武田美穂   ポプラ社 1996 
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